
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析によるアルミニウム方位の数値化 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２６年０１月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



 

 

概要 

 方位の数値化では、適正な測定、処理の判断は ODF解析結果のＲｐ％が適正値かで判断される。 

経験的には解析に使用した全ての極点図でＲｐ％プロファイルが±１．５％以内で確認できます。 

正し、方位密度が極端に大きい場合は除きます。 

以下で市販されているアルミニウム材５０５２ＡをリガクＲＩＮＴで測定を行い、 

アルミニウム粉末でｒａｎｄｏｍ補正を行い、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの解析結果の数値化を示します。 

扱われている数値はＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎとは異なり方位により４：２：１比率です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる解析 

  

Ｒｐ％の確認 

 

 ±１．５％以内で正常に測定、処理されています。 

 もし、ｄｅｆｏｃｕｓ補正されていないと、右側が徐々に下がります。 



ODF解析結果 

 

 

主たる方位の方位密度 

 

 

 

 



３６ＢｏｘＮＤ逆極点解析 

 

３６ＢｏｘＲＤ逆極点解析 

 

  

 



３６Ｂｏｘは、球面三角形を３６分割します。ステレオ三角形上での描画を以下に示す。 

このＢｏｘ内の代表方位密度、Ｂｏｘ内平均方位密度、平均ｒａｎｄｏｍ比率が計算される 

  

Ｂｏｘ内、平均ｒａｎｄｏｍ比率のＮＤ－ＲＤ比較 

 

 

 



最終集計 

ＮＤ方向 

 

 代表方位  方位密度  Ｂｏｘ番号 [001]からＣＷ回転番号  Ｂｏｘ内平均ｒａｎｄｏｍ比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＲＤ方向 

 


